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重
度
要
介
護
者
、
重
度
障
害
者
の
安
全
確
保
の
た
め

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

対
象
と
な
る
方

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

補
助
金
額

◇
重
度
要
介
護
者

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１
以
内

と
し
、
１
世
帯
２
０
０
０
円
が

上
限
。

◇
重
度
障
害
者

　
設
置
費
用
の
10
分
の
９
以
内

と
し
、
１
世
帯
３
６
０
０
円
が

上
限
。

補
助
対
象
機
器

　
い
ず
れ
も
日
本
消
防
検
定
協

会
に
合
格
し
た
も
の
（『
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
』
の
表
示
が
あ
る
も
の
）

　

消
防
法
お
よ
び
岳
北
広
域
行

政
組
合
条
例
に
よ
り
、
平
成
21

年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅

に
つ
い
て
火
災
警
報
器
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
家
庭
の
設
置
割

合
は
依
然
低
い
状
況
で
す
。
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
、
火
災
発
生

時
に
感
知
・
避
難
が
困
難
と
思

わ
れ
る
重
度
要
介
護
者
、
ま
た

は
重
度
障
害
者
（
児
）
が
い
る

住
宅
で
、
次
に
該
当
す
る
世
帯

主
等
に
、
安
全
確
保
の
た
め
申

請
に
よ
り
火
災
警
報
器
設
置
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

で
、
煙
感
知
式
の
警
報
器
。
ま

た
重
度
要
介
護
者
世
帯
は
、
平

成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
・
設
置
し
た
火
災
警
報
器
に

限
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
方
法

◇
重
度
要
介
護
者

　
警
報
器
購
入
後
、
認
印
、
口

座
番
号
の
わ
か
る
も
の
、
火
災

警
報
器
の
領
収
書
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
役
所
保
健
福
祉
課
高

齢
者
介
護
保
険
係
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
重
度
障
害
者

　
事
前
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
認
印
と
見
積
書
を
お
持
ち

の
う
え
、
市
役
所
保
健
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

市
役
所
保
健
福
祉
課

　
☎
�
３
１
１
１

◇
重
度
要
介
護
者

　
高
齢
者
介
護
保
険
係

　
内
線
１
８
４
、１
８
５

◇
重
度
障
害
者

　
障
が
い
福
祉
係　
内
線
１
８
９

●重度要介護者（下記①～④全てに該当の方）
①火災警報器を設置する時点において、市内
の持ち家に在住している方
②介護保険法における要介護度が３以上の方
③設置場所は②の方の寝室または階段とする
④火災警報器設置日において世帯員全員が市
民税非課税の世帯
●重度障害者（児）（下記①②いずれも該当の方）
①身体障害者手帳、療育手帳、または精神保
健福祉手帳の所持者で、飯山市重度要介護高
齢者および重度心身障害者（児）介護慰労金
支給要綱の重度心身障害者（児）の方がいる
世帯（対象となる障害は、おおむね寝たきり、
または常時介護を必要とする程度）
②市民税所得割（※）が 46 万円未満の世帯
※所得割額は 18 歳未満の障害児は世帯の合計、
18 歳以上で配偶者がいる方は本人と配偶者の合
計、その他は本人のみの額となります。

補助の対象となる方

技
を
行
う
部
員
の
割
合
も
減
っ

て
き
てい
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
飯
山

で
ス
キ
ー
を
始
め
、
今
年
バ
ン

ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
を
決
め
た
竹
内
択
選
手
の

ニ
ュ
ー
ス
は
市
民
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
飯
山
に
は
、

竹
内
選
手
の
よ
う
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
し
頑
張
る
選
手
、

ま
た
ス
キ
ー
が
好
き
で
、ス
キ
ー

に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
が
た
く
さ

飯
山
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
り

も
う
す
ぐ
１
０
０
年

　

明
治
45
年
、
長
野
県
で
初
め

て
飯
山
で
ス
キ
ー
が
履
か
れ
て

か
ら
平
成
24
年
1
月
で
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ス
キ
ー
伝

来
以
来
、ス
キ
ー
製
造
や
観
光
、

ま
た
生
涯
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
飯
山
市

民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
は
、
全
国
的
な

少
子
化
も
あ
り
、
飯
山
市
内
の

ス
キ
ー
競
技
を
行
う
児
童
・
生

徒
は
減
少
傾
向
。
飯
山
市
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
育
成
連
絡
協
議
会

の
資
料
に
よ
る
と
、
児
童･

生

徒
の
数
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
競

未来のオリンピック選手を１人でも多く飯山から

飯山のスキーを支える人たち

　
ス
キ
ー
は
、
個
人
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
行
う
こ
と
の
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
飯
山
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

ス
キ
ー
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や

ス
キ
ー
大
会
等
を
通
じ
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
ス
キ
ー
を
楽
し

め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

飯山市スキークラブ会長
㈶長野県スキー連盟副会長

佐藤俊平 さん

ん
い
る
の
で
す
。

「
ス
キ
ー
楽
し
む
環
境
づ
く
り
を
」

市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

　

市
民
が
ス
キ
ー
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
飯
山

市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
。「
高
校
卒

業
ま
で
に
す
べ
て
の
飯
山
の
子

ど
も
た
ち
が
、
ス
キ
ー
場
で
滑

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

こ
と
、ま
た
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
、
小
学
校･

中
学
校
・
高
校

と
連
携
し
ス
キ
ー
教
室
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
ス
キ
ー

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
近

年
は「
市
民
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

市内小・中学校のスキー部員数・割合

スキー部員数 402 人

353 人
377 人

310 人
19.0％ 18.2％

16.0％ 17.5％
14.9％

446 人

スキー部員の割合

し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
や
高
校
で
野
球
・
駅
伝
な

ど
で
活
躍
し
て
い
る
飯
山
の
子
ど
も

達
は
、
ほ
と
ん
ど
が
冬
期
間
小
学

校
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
を

や
ってい
た
選
手
た
ち
。こ
う
し
た
こ

と
か
ら
も
ス
キ
ー
は
基
礎
体
力
を

養
う
た
め
に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
大
人
に
な
って
、ス
キ
ー
を
履
い

て
い
な
い
」と
い
う
方
も
、ス
キ
ー
場

や
長
峰
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
に
出
か
け
、
も
う
一
度
ス
キ
ー

を
履
いて
み
ま
せ
ん
か
。家
族
揃
って

ス
キ
ー
を
楽
し
み
、１
人
で
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
今
以
上
に
ス

キ
ー
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
私
た
ち
も
う
れ
しいで
す
ね
。

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特集
「飯山のスキーを支える人たち」

　

市
で
は
、
臨
時
・
嘱
託
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種　
市
業
務
全
般

募
集
人
数　
若
干
名

勤
務
条
件　

市
職
員
服
務
規

程
、
市
臨
時･

嘱
託
職
員
勤
務

条
件
基
準
に
よ
り
ま
す
。

住
所
要
件　
申
し
込
み
時
に
飯

山
市
に
住
民
登
録
し
て
あ
り
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

申
込
受
付
期
間

２
月
15
日
㈪
～
３
月
１
日
㈪

申
込
手
続　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯

山
発
行
の
紹
介
状
を
持
参
の
う

え
、
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の

履
歴
書
）
を
市
役
所
庶
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
・
試
験
内
容

３
月
４
日
㈭

　
（
書
類
審
査
・
面
接
）

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

庶
務
課 

庶
務
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
３

市
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

　1912 年（明治 45 年）、愛宕町妙専寺住職で
飯山中学校の市川達譲教諭が飯山市にスキーを
伝えてから、2012 年（平成 24 年）1月で100
周年を迎えます。以来スキーは、飯山市出身の
オリンピック選手を 5 人輩出するなど、市民の
スポーツとして愛され続けています。今回はそ
んなスキーを愛する市民の皆さんの活動をご紹
介します。

　

4
月
に
開
館
す
る
「
高
橋
ま

ゆ
み
人
形
館
」
の
ス
タ
ッ
フ
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種　
高
橋
ま
ゆ
み
人
形

館
の
管
理
運
営
業
務

募
集
人
数　
▼
臨
時
職
員
…
２

名
程
度　
▼
パ
ー
ト
職
員
…
４

名
程
度

勤
務
条
件　
▼
臨
時
職
員
…

５
８
５
０
円（
日
額
）▼
パ
ー
ト

職
員
…
３
６
０
０
円（
4
時
間
）

応
募
要
件　

高
校
卒
業
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
）
を
使
用
で
き
、
普
通

自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

申
込
受
付
期
限　
３
月
１
日
㈪

応
募
書
類　
▼
臨
時
職
員
…

履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行

の
紹
介
状
、
小
論
文
『
私
の
提

案
す
る
人
形
館
の
楽
し
み
方
』

（
１
６
０
０
字
以
内
）
▼
パ
ー
ト

職
員
…
履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
発
行
の
紹
介
状

申
込
手
続　
応
募
書
類
を
3
月

1
日
必
着
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
３
月
４
日
㈭
ま
で
に
面
接

の
可
否
を
連
絡
し
ま
す
。

面
接
日

３
月
８
日
㈪ 

午
後
1
時
30
分
～

採
用
予
定
日 

平
成
22
年
４
月
１
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

庶
務
課 

庶
務
係

　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
３

「
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
」の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す


